
ストップ！八ッ場ダムニュース                                     No.33 2013年１月 8 日 

１ 

 

 

 

           

 

 

 

  東京高裁１階 １０１号大法廷 （地下鉄霞ヶ関駅Ａ１出口徒歩１分）  

                  傍聴は抽選となる可能性がありますのでお早めに。 

 

 思い返せば８年余り前、２００４年１１月２２日、私たち（原告４４名）は東京地裁に八ッ

場ダム公金支出差止を求める住民訴訟を提訴しました。群馬、栃木、茨城、千葉、埼玉の住民

も同時期に各地裁に提訴し、２００９年５月の東京地裁判決を先頭に不当判決が相次いだこと

から、東京高裁で各都県の控訴審が争われてきました。そして控訴審でも、この３月末、東京

が最初の判決を受けることになりました。 

 証人申請をほとんど却下した裁判官に対して、私たちは忌避申立てを行いましたが（結果は棄却）、

455 ページに及ぶ最終準備書面を受けて、わずか３ヶ月で判決文を書くという姿勢にも全く誠意は感じ

られません。真実を追究してきたという揺るぎない自負を持って、私たちは判決を受けます。大勢の方

に傍聴いただき、この重要な司法判断を、多くの目で確認して頂きたいと思います。 

 河川行政等について精力的な取材、研究、発信を続けているまさのあつこさんが、ご自身のブログ「晴

れの日は楽しく、雨の日は静かに」で、１２月２１日の結審について臨場感あふれるレポートを書かれ

ているので、ぜひお読み下さい。（深澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 29 日（金）午後 1時 30 分 

八ッ場ダム住民訴訟 東京裁判 判決 

八ッ場ダム控訴審（東京都）の結審 

                        まさのあつこ（ジャーナリスト） 

 一つの時代が終わったかのように八ッ場ダム住民訴訟の控訴審が結審した。治水、利水、地すべりの

危険性、そして環境の観点から弁護団が最後の弁論を展開した後、それを高橋利明弁護士がまとめた。

それをさらにかいつまむと以下の通りである。   

 

【利水の必要性について】東京都の水需要はここ 20 年間で減少の一途をたどっている。1992 年

に一日最大配水量は 617 万 m3 だったのが、 年々減少し、2012 年には 469 万 m3 に落ちこんだ。

東京都が抱える水源は 618 万 m3 で、多摩地区で使われている地下水を含めれば 687m3 もある。

余剰分は水需要の 46%だ。ところが、東京都は 35 年以上前のデータを使い、水需要が伸びると言う

が、この 20 年間の減少を見ればあり得ない。  
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【治水の必要性について】利根川の治水計画は、昭和 22 年のカスリーン台風洪水を前提に昭和 55

年にできている。そのとき八斗島（やったじま）という基準となる地点で流れる「基本高水流量」をそ

れまでの 1 万 7000m3 から 2 万 2000m3 に引き上げた。引き上げの理由は、上流で氾濫したであ

ろう洪水が河道改修で氾濫せずに流れるようになると、基準点を流れる量が増える、都市化によって土

壌に染みこむより川に流れ込む量が増えたとか様々だった。しかし、弁護士たちが現場を歩き、調べを

進めていくと、上流で氾濫しないための「河道改修」は行われた事実もなければ計画も存在しなかった。

また、上流で氾濫したという根拠も、高崎市役所が建つ高台まで浸水するようなあり得ない「洪水、山

に上る」話だった。 

【地すべりリスクへの対応】住民の移転先である代替地やダム予定地の湖岸における地すべりの危

険性は以前から指摘されてきたが、国交省は 3 カ所しか対策しないと述べてきた。ところが 2010 年

10 月に開始された八ッ場ダム建設事業の検証でそれを見直し、対策工事は 16 カ所で必要であること

になった。以前の調査や対策工事がいかにずさんだったかを物語り、現在のリスク評価も信用できるわ

けがない。 

  

 締めくくりに高橋弁護士はこう付け加えた。結審にあたり裁判所に望むことがある。我々が掘り起こ

し提起した事実を正視して欲しい。一審の判決で裁判官は、八ッ場ダムが必要になる条件は、１）上流

で河道改修がなされた場合であること、２）それが容易に実現しない事実を認めた。そして、３）上流

で河道改修がなされない場合は、ダム建設が不要であることも理解した上で、４）「河道整備がされる

可能性が皆無ではない」という理由で住民敗訴にした。しかし、これでは裁判官が治水計画を立ててし

まったようなものだ。だから事実に基づいた判断をして欲しい。  

 その結びのことばが終わると、裁判官は、冒頭で地すべりに関する新たな証言の機会を申請されたが、

これを拒否して「審理を終結する」と述べ、判決は平成 25 年 3 月 29 日 1 時半からだと告げて終わ

った。あっけないものである。   

 起立、礼をして、法廷の扉が開けられた。原告団と弁護団と証人を務めた専門家、そして数名の記者

は、終結にあたっての一つの区切りとして集うことになった。参議院議員会館に向かう途中、行政訴訟

に明るい研究者に話を伺うと、行政計画を「行政の裁量」ではなく「処分」と見なすようになれば行政

訴訟が変わるだろうと言う。そうしたケースは出てきはじめているがどうなるだろう。裁判官もこの国

を変える一人である。最終陳述を行った弁護士の一人は、その最後で何が裁判所に期待されているかを

論じ、陳述書には書かれていなかった異例の一言を加えて結んだ。「私は裁判所に期待していない。し

かし事実を踏まえた判決がかけるものなら、やって 

みろ！」  

 裁判官の「はい分かりました」という声が聞こえ 

たという人もいるが、私はあっけにとられて耳を澄 

ましそびれてしまった。「期待していない」と述べ 

た弁護士の裏側の気持ちを読んで、この国の司法の 

あり方を変えて欲しいものである。 

 

各地の裁判日程 
栃木 １月２１日（月）午後３時００分 東京高裁 第４民事部 （弁論準備） 

群馬 １月２２日（火）午後２時３０分 東京高裁 第１１民事部 （進行協議） 

千葉 １月２５日（金）午前１１時００分 東京高裁 第２２民事部（進行協議） 

茨城 ２月１３日（水）午後３時３０分 東京高裁 第１０民事部 （進行協議） 

栃木 ３月１１日（月）午後１時１０分 東京高裁 第４民事部 （弁論準備） 

東京 ３月２９日（金）午後１時３０分  東京高裁 （判決）１０１号法廷 

埼玉  ４月２３日（火）午後３時３０分 東京高裁 第２４民事部 （進行協議） 

栃木  ５月１６日（木）午後３時００分 東京高裁 第４民事部 （弁論準備） 

説明会にて、左から大川、高橋、只野、坂本の弁護士各氏（撮影：まさの）→ 
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 開催報告 八ッ場ダム住民訴訟８周年報告集会 （１２／９）  

 「ねつ造してまで八ッ場ダム？ 〜どうなる！！ 利根川水系河川整備計画」 

                             八ッ場ダムをストップさせる千葉の会（集会事務局） 

◆五十嵐敬喜さんには「公共事業は止められるか？」 というテーマで人口減

社会、財政難の時代を迎え、つくる時代からこわす時代へと転換し、ダム撤

去を例に「生物が蘇る、新しい生命を生み出す」新たな公共事業像、公共事

業を中止する法的手続きの必要性、公共事業基本法の制定などについて最近

の政治情勢に絡めて、ご講演いただきました。  

◆関良基さんの演題は、そのものズバリ「利根川・江戸川有識者会議の欺瞞」。

この９月に４年半ぶりに再会された同会議メンバーに大熊孝さんとともに新

たに加わり、 この間の御用学者や河川官僚との攻防や「東大話法」という切

り口で会議を分析するなど、熱気あふれるお話でした。  

◆八ッ場ダム裁判の論理的支柱、我らの嶋津暉之さんからは「八ッ場ダム問

題をめぐる経過と今後の展開」のご報告。  

◆弁護団からは、開会および閉会あいさつを高橋弁護団長、大川副団長の２トップがしっかりとまとめてく

ださいました。 また、今回は大木事務局長はじめ各地弁護団の皆さんに裁判報告をお願いし、 治水、利水、

地滑り、埋蔵文化財、思川開発など７人の弁護士さんに論点、争点を分かりやすく解説していただきました。

８年もの長きにわたり、変わらぬ信念と正義感で私たち原告団を支えていただき、改めてお礼申しあげます。  

◆各都県の会の報告からは、それぞれの裁判や活動の地域性、特徴などを再認識することができました。  

◆最後の集会アピールは、来る衆院選を目前に河川整備計画が急ぎ進められていること、12月 21日東京高

裁での東京裁判の行方も含めて厳しい状況ですが、八ッ場ダム中止を求めて粘り強く闘いを続けようと参加

者一同、誓いました。  

◆報告者も多彩で充実した集会でしたが、参加者は 94名でした。選挙や他の集会で参加できなかった方も

多い中、ご来場下さった皆様、ありがとうございました！ 

 

今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲五十嵐先生（撮影：佐藤守） 

★八ッ場あしたの会シンポ  

 “八ッ場ダムは今 「利根川治水の争点」と「ダ

ム予定地の遺跡」 ”  

1 月 12 日(土曜日)午後 1 時半-4 時半  

参加費:800 円(資料代含む)  

北とぴあ スカイホール 北区王子本町 1-15-22  

問い合わせ:群馬事務局  

027-253-6706, 090-4612-7073 

 

★八ッ場ダムをストップさせる東

京の会 第９回 総会 

 2 月 2 日（土）午後 2時〜４時  

豊島区生活産業プラザ・エコとしま 
（池袋駅東口徒歩 7分） 

豊島区東池袋 1-20-15  Tel 03-5992-7011  

厳しい現状を踏まえ「都知事、都議会に求め

ていくべきこと」について話し合いましょう 

 

 

先の都知事選では、八ッ場ダム再検証を掲げた宇都宮氏を多くの市民が勝手連で応援しましたが、残念

ながら、石原前知事の方針を継承する猪瀬氏が大差で当選しました。また衆議院選挙では、これまで八ッ

場ダム再開阻止とダム中止後の生活再建支援法策定に尽力してきた多くの民主党、社民党等の議員が落選

しました。その中で共産党の塩川議員が当選したことは幸いでしたが･･･ 夏の都議選、参院選は、この

危機的な状況を挽回するチャンスです。市民一人一人が政治をあきらめず、参画していくことがますます

重要になってきたのではないでしょうか。覚悟を求められる新年です。（深澤） 

選挙について 

 
 

会費納入用振替用紙

同封させていただき 

  ました。 
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